
  Ver. 13   【2005/2 ﾘﾘｰｽ】

圧密沈下計算 ＤＥＣＡＬＴＯ　バージョンアップ内容

Ver. 15.1   【2011/9 ﾘﾘｰｽ予定】

■ 制限値を拡張（点数、層数、土層設定）

■ 盛土載荷指定（指定なし、天端指定、高さ指定、層厚指
　　定）機能

■ ポリラインＤＸＦファイルの読み込みを可能にしました

■ 地層名が任意に入力できるようになりました

■ １つの土層において、真空載荷圧の段階載荷と除荷が行なえる
　　機能

■ すべての荷重段階の載荷日同日施工機能

■ （財）国土技術研究センター　「柔構造樋門設計の手引き」
　　（1998年）の即時沈下量式の対応

■ 作図時間-圧密度曲線において、計算条件の設定で出力日が
　　設定されている場合、その出力日における圧密度の表示を追加

  Ver. 14   【2007/9 ﾘﾘｰｽ】

■ 計算の途中段階の初期応力、増加応力、Cv値等の出力

■ 過去バージョンデータへの書き出しを追加

 ■ 日本道路協会 ｢道路土工－軟弱地盤対策工指針｣(2011年度版)に対応※

腹付け盛土の横断形状図

■ 国土技術研究センター『柔構造樋門設計の手引き』の軟弱地盤における側方変位を考慮

■ 換算層および各層の両面排水、片面排水（上面排水、下面排水）
　　の選択機能

■ 地下水位低下工法（消失した浮力分を下向きの荷重として載荷）
　　への対応

■ 日本港湾協会『港湾の施設の技術上の基準・同解説(2007年)』 の二次圧密計算機能

■ 任意の指定日から促進工法を設定できる機能

■ 任意の地中増加応力の計算。　（例）任意の地層において、建物
　　荷重をある分散角で拡大した地中増加応力として計算する機能

■ 入力する地層構成節点の制限値拡大
　　　　　（ Ｘ方向計算地点の拡張　100 → 200 ）

過去のバージョンアップ

■ 暦日指定において2038年1月19日以降の設定に対応

■ ズーム機能をラバーバンド方式に変更

■ 盛土施工ごとのCOSTANA連携ファイルの自動作成機能

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ

■ 解析結果図のスケール統一 （各点で出力する結果の最大値を統一）

■ メイン画面の子画面の切り替えアイコンをツールバーに追加

■ Windows７に対応

■ 真空圧密工法への対応

■ リバウンド計算に「最終沈下量は除去を考慮しない方法
　　（時間沈下曲線には反映されます）」

■ 床掘り/埋め戻し機能

■ 時間変化データ一覧のＣＳＶファイル出力

基準・指針

計算機能

入力機能

出力機能

     ※指針改訂が遅れているため、今回のリリースには含まれません。　この指針への対応はV15.1のカウントアップ（無償）で行ないます。



斜面安定計算 ＣＯＳＴＡＮＡ　レベルアップ内容

Ver. 16.2   【2011/9 ﾘﾘｰｽ予定】

増加応力の計算に用いる水位線の入力図

■ 斜面対策工　切土補強土工法で補強材のマスタを登録
    する機能

■ ニューマーク法に用いる地震動のデータ数の制限値拡大
       （32,768 → 65,536）

■ 複合すべりで、鉛直震度を考慮した計算機能

■ 日本道路協会 『道路土工－軟弱地盤対策工指針』
     (2011年度版予定)に対応※

     ※指針改訂が遅れているため、今回のリリースには含まれません。　この指針への対応はV16.2のカウントアップ（無償）で行ないます。

基準・指針

計算機能

入力機能

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

過去のバージョンアップ

  Ver. 16.1   【2010/9 ﾘﾘｰｽ】

■ 水位急低下による残留率を地層毎に設定する機能

■ 左右のすべりを設定して計算した時、計算結果図の右上の
    表に、左右のすべりの最小安全率を出力する機能

■ BISHOP法で鉛直震度を考慮した計算機能

■ 作成した出力様式を他のステージにも反映できる機能

■ 斜面対策工設計機能の強化
　　1) 抑え杭の断面計算（最大モーメント、最大せん断力） における
　　　　 「地すべり鋼管杭設計要領」式に対応

    2) アンカーの設定で別々のテンドン・アンカータイプを選択

■ １つのプロジェクトで使用できるケース数の増加 （12 → 20）

■ ﾆｭｰﾏｰｸ法の地震動のステップ数を拡大 （10000 → 32768）

■ 切土補強土、ｱﾝｶｰ、ﾈｲﾘﾝｸﾞ本数の制限値拡張 （40 → 100）

    3) アンカーと切土補強土工法でヘッド部分の長さを入力できる機能

 ■ 日本道路協会｢道路土工－盛土工指針｣(2010年度版)対応

      1) 常時の作用、降雨の作用（等水圧線考慮）、地震動の作用

　　　　（レベル1地震動、 レベル２地震動）の計算が同時に行えます

■ ＮＥＸＣＯ ｢設計要領第一集 土工編 第６章 高盛土・
　　大規模盛土｣(2009年7月)に対応
　　1) 盛土の破壊基準線区分を自動で判別し、せん断強度を算定
　　2) すべり土塊に含まれる各節点の応答加速度から等価加速度を
　　　　算出し、ﾆｭｰﾏｰｸ法による残留変位量の計算 (AFIMEX-GT連携)

■ 谷埋め型大規模造成盛土の安定性の計算基準を追加

     1)宅地防災研究会 「宅地防災マニュアルの解説」(2007年)

       の 【谷埋め型 大規模造成盛土】 の基準式

     2)国土交通省　都市・地域整備局 「大規模盛土造成地の

       変動予測調査 ガイドラインの解説」(2006年4月)の基準式

  Ver. 15   【2009/3 ﾘﾘｰｽ】

■ （社）日本道路協会「道路土工ー切土工・斜面安定工

    指針」 （2009年度版）への対応 （凍結深さの計算）

■ 性能設計版　斜面対策工設計機能を追加

     1)(社)全国特定法面保護協会 「のり枠工の設計・施工指針

       (改訂版)」(2006年)の計算方法

■ ニューマーク法計算を標準機能として搭載

■ マストカット線機能の追加

■ アンカーの設定でτｂ（付着応力度）を常時と地震時で、
    別々に入力



※ 復元機能付き片押しダンパーＢＭＲの詳細は、こちらから

橋梁の耐震設計支援 ＥＡＲＭＥＳＴ　レベルアップ内容

Ver. ６.7   【201１/9 ﾘﾘｰｽ】

■ 節点番号、要素番号の桁数を拡大　（４桁 → ５桁）

■ オイレス社製品の『復元機能付き片押しダンパーＢＭＲ』の非線形履歴特性に対応

節連番号、要素番号の桁数拡大

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

入力機能

計算機能

http://www.fcena.jp/portal/downloads/new-pkg/oiles-BMR.pdf

